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去る 5月26日(月)午後 4時よ りスウェーデン国王歓迎

レセプションが、スウェーデン大使館地下のクラブルー

ムにて、当研究所の姉妹機関である社団法人日瑞基金の

主催により開催された。

日瑞基金の役員はじめ、スウェーデン側からは、瑞日

基金事務局のフリートウッド氏も出席されて大変盛会で

あった。当研究所の役員では、竹市知弘常務理事、松前

紀男理事、潮見憲三郎理事、高須祐三顧問、内藤英憲顧

問、藤牧新平顧問、福田雅一評議員が出席された。

スウェーデン国王 と握手される日瑞基金会長砂

企スウェーデン国王との歓談
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E 本とヌ~:t開聞デジ
We1fare for old people -J apan and Sweden 

顧問小野寺百合子

Advisar Ms.Yuriko Onodera 

日本でおじいさんとおばあさんが子や孫に固ま 政権をとってから、全国民の 1/4をアメリカへ

れて暮すのが最高の幸福と思われていたのは、つ 移住させなければならなかったほどの貧乏国を、

p先頃までのことであった。今日現在、 三世代団 働く限りは十分に食べられる固にっくり上げたの

畿の図は特にテレビドラマなどに出ることはあっ

ても、日常生活の中で身近かには見られなくなっ

た。夫婦の間の子供の数が減ったから、子供が成

長して巣立ってしまうと夫婦はあっという聞に二

人きりになる。親子がともに暮らすのは子供が未

成年の問だけである。世帯構成の人数は減る一方

だから一世帯の容れものもワンルームないし小住

宅が断然多くなる。曾てスウェーデン人から羨ま

しがられた日本の家族制度は急速に消えつつあり、

両国の家庭はごく近いものになってきた。とはい

っても、今日に至るまでに老人がたどってきた経

過は大違いなのだから、老人問題の質の差を踏ま

えた上でないと論ずることはできない。

今から半世紀まえのスウェーデンではすでに個

人主義が徹底していて、老親が子供に扶養させよ

うとは親も子も思ってもいなかった。親の生活は

親自身の責任であって、生活ができないとなると

社会の世話になること、すなわち公的扶助を受け

るのが当然であった。同じ頃日本の老親はまだ80

%以上が子の世帯に含まれていたのであったから、

それ以後にはじまった親離れ子離れはまだまだ日

が浅p。

戦後日本の敗戦から立ち上って復興をはじめた

頃、スウェーデンは第 2次世界大戦を中立で通し

たために無傷で残り、早速に戦勝国敗戦国両方の

復興に寄与して、経済の大繁栄を遂げたのであっ

た。その富を社民党政権は、国民全体を対象にし

た社会福祉政策に投じて、着々と世界に誇る福祉

国家を築いていったのである。1932年に社民党が
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であった。そこに第 2次世界大戦が起ったのでス

ウェーデンは戦争に巻き込まれないために悲壮な

決心で武装中立に国費を傾け、働けない者(老人

や身障者など)は悲惨な状態のままに捨ておかれ f 

。
た

スウェーデンの戦後の社会政策は、戦前に取り

残した貧困者の救済から始めたので、それが老人

福祉のスタートになった。当時の目標は経済的に

食べられない国民を無くす政策で、個々の国民に

公平に国民年金(1913年より小額ながら国民皆年

金があった)を、生活の基本が賄えるまでの額に

増額することであった。日本では戦後落ちつきを

取り戻してきた頃、福祉国家スウェーデンを見習

えという声が高ま って、続々視察団をくり出すよ

うになったが、当時の日本は国を挙げて行政の復

興に遁進中であって、 一方で、家族制度の崩壊に

より老人問題が起りはじめていたにもかかわらず、

それは家族内の私的問題とみなされ公的に老人を

顧みる配慮、も余裕もなかった。両国の事情はあま

りにもかけ離れていたから、視察の効果があった

とは思われない。

日本では経済の復興が進むにつれて、老人問題

も顕在化してきて、昭和38年に老人福祉法が制定

された。法律はできても実際問題として公的な老

人対策はすぐには間に合わず、民間で思い思いの

老人ホームができ在宅サービス保健もはじまった。

民間となると営利非営利さまざまの段階の事業が

現われたが、利用者負担も相当にあるので利用範

囲は限定される。そのうちにようやく国及び地方



自治体が設置費と運営費を捻出して、民間事業に

依託する制度が生まれ、低所得層にも福祉がいく

らか行きわたるようにはなったが、 量的にまだま

だ不十分で、ある。

スウェーデンでは戦後一途に発展した社会福祉

は1970年代に完成し、自他ともに世界ーを誇った

が、その時すでに行き届いた一律の老人ケアは老

人のいきる意欲を損うという論があって、老人の

ケアはもっと当人の自由意志による選択の余地を

残すべきであるとなった。次いで、社会福祉の分野

にも公立公営一辺倒のシステムそのもの、是非が

問われるようになり、老人福祉だけでなく、民間

の自由発想、を取り入れ、競争原理を組み込み、国

民は多くの種類の中から自主的に選択すべきであ

り、利用者には充分の負担があって然るべきとい

うことになった。そして国の予算案1992/93には

「選択の自由革命」の言葉が明記させた。折しも

世界経済不況の波がスウェーデンをも襲い、国家

予算もマイナスつづきという時代にはいったので、

福祉行政の公費負担に困難を生じはじめた。最初

に行ったのは、経費節減方法として、社会福祉の

給付額算出の基本となる 「基礎額」の見直しであ

った。

ところが1992年 9月、スウェーデンは空前の経

済危機に見舞われた。時の連立内閣は野党の社民

党と破天荒の一致共同をして、「危機対策案 1. 

]] J (Krispaket) を矢継ぎ早に議会に提出して通

過させた。これは社会福祉各制度の公的給付額の

何パーセンテージかづつを削減するものであった。

(当月報第25巻第 l号で報告しである)。危機対

象策 Iの第 l項は、国民年金額を基礎額の100%

から98%に引き下げるものであった。

“Svensk Socialboken"の1996年刷補遺(ルンド社

会単科大学学長Ake Elmer著)によればこの数

字は96%になっている。これを以てスウェーデン

は経済的困難と闘いながらも、誇り高い社会福祉

の水準を下げないように努力しているのがうかが

p知れる。

その高い水準というのを老人福祉についていえ

ば次の通りである。1970年代までに達成したとこ

ろは、全国民一律に給付される国民年金が、国民

年金しか所得のない者には補足年金と住宅手当を

追加しでも、市民としての文化的生活を保障する

ものになった。老弱のために日常生活が不自由と

なれば、公的なホームヘルパーを派遣し、それで

間に合わなくなった者を老人ホームに収容するの

がコムーレの責任であった。1980年代には老人ケ

アの理想はサービスハウスであるといわれ出した。

これは居住機能の上にあらゆるサービスは備える

が、サービスは居住者の選択によって提供し、附

近の在宅老人にも利用させるものである。ところ

が1990年代になると、老人は施設に収容するより

もなるべく長く在宅の生活をさせるのが望ましと

いうことで、ホームヘルパー制度に重点、がおかれ

出した。1991年の統計で、 65才以上の人口1，532，

000に対してヘルパー数110，000(うちフルタイム

20，000)が養成された。だが、へルパーの人的資

源の問題もあり、ヘルプ労働の限界も出てきてい

るので、施設収容の代りの在宅サービスは無理で

はないかとの声が聞かれ出した。それと老人福祉

と家族の役割と、今まで聞かなかった戸があるの

も事実である。

日本は経済大国と云われる今日、目立つできた

のは、公立老人福祉が全国的に建設が進んできた

ことである。新しく建設されるもののレベルは高

く、それでも入居者は所得に応じた料金を支払う

ことになっているので、公的施設の貧者救済的イ

メージはなくなった。日本でも国民福祉年金があ

るから全く無収入の老人はなくなった。 ただ日本

の特徴は、収入というとき本人だけではなく扶養

義務者の収入をも計算されることである。

イエンシェーピンの社会単科大学学長、Gerat

Sundstrom氏は、岡市の老人学研究所々長でもあ

り、日本の老人福祉に非常に関心を持っている。

それは日本の制度には公私が混然とまざっていて、

わかりにくいが面白いという 。「日本とスウェー

デンは最近になって大変近づいてきたのだから、

お互いに勉強し会おうではないか」という氏の言

葉を、日本人は謙虚に受止めなければならないと

思う 。
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スウェーデ‘ン環境ニュース

1996年11月号(創刊号)より転載

「わが国をエコロジー先進国に」

スウェーデン首相が方針表明

スウェーデンのヨーラン・ペーション (Gりran

Persson)首相は、 9月17日に国会で行った施政

方針演説の中で「エコロジー的に持続可能な発展

を実現するための取り組みにおいて、わが国は将

来、世界を動かす力をもった先進国となろう、エ

ネルギ一、水、各種原材料物資といった天然資源

のより効率的な利用なくして、今後の社会の繁栄

はあり得ないのである」と述べた。

同氏はスウェーデンの福祉制度を築き上げた政

党 「社民党」の党首で、記者らに対し「持続可能

なエコロジ一社会の建設を社民党の次期一大プロ

ジェクトとしたい」と語り、さらに、スウェーデ

ンが今後四半世紀のうちにエコロジ一社会のモデ

ル国になることも可能であるとの見通しを示した。

首相がこのプロジェク卜の柱として考えている

のは、 1.エネルギーシステムの改革、 2.環境

関連法の整備や新たな環境税の導入も含めた新政

策の実行と具体目標の設定、 3.エコロジ一関連

公共建設事案、 4.国際協力、の四項目。

首相はまた、環境保護活動で名を知られる二人

の人物を、近ごろアドバイザーに任命した。その

一人は、議論の割れていたスウェーデン・デンマ

ーク聞の架橋プロジェク卜への賛成を社民党が決

定した際に同党を離党した、エコロジー評論家の

ステファン・エドマン (Stefan Edman)氏、ま

たもう一人は、建築学者のオロフ・エリクソン

(Olof Eriksson)氏で、同氏は、環境にやさしい

住宅への建て替え事業に国が長期かつ大規模の投

資をすることにより、失業中の建設労働者に職を
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〈 ご 案
了浬踊湖面岡市首離さ

日時 9月25日(木)午後 6: 30-8 : 30 
テーマ l' 97スウェーデンの動き…地方自治・政治」

講師高橋仁氏(松下政経塾第10期卒塾生)

ペクショー市の自治体の現場の取

材の成果とストックホルムの社民党

での取材を通して中央政府の最近の

状況について解説していただきます。

参加費 一般 1，000円/会員 無料

定員 60人まで(予約先着順)

会 場 丸の内三井ビル4F株式会社トーモク会議室

申込先 TEL.03-5412-0503 FPlK.03-5412-0549 

与え、同時に社会のエネルギー消費と交通輸送量

の削減ならびに資源循環の完全化を実現してはど

うかと提唱している。

エコサイクル委員会が電気・電子機器

廃棄物生産者責任法の制定を提言

エコサイクル委員会は先ごろ、電気・電子機器

に関する「廃棄物生産者責任法Jの制定を提言 し

た。同委員会は、廃棄物生産者責任法の新規分野

への導入を促進し、ひいては循環親和型社会を実

現することを目的として時限的に設置されている、

政府直属の委員会。

なお廃棄物処理法には、 「あらゆる製品とその

包装材から生じる廃棄物について、輸入、製造、

販売を行った者(廃棄物生産者)が環境に害を与

えない方法でそれを処理するよう義務づけるため

の立法措置を将来政府がとりうる」との一文が、 ( t 

1993年から明記されている。また固と産業界の密

接な協力の下、同様の責任規定が政令によってす

でに定められている分野も存在し、特に包装材や

タイヤ、新聞紙、自動車、建設産業廃棄物がそれ

に該当する。

しかし環境保護庁は、 「法律によるあまりに細

部にわたる規定は所轄官庁の責任と事務量の増大

につながる」として、新法の制定に消極的である。

同庁はまた、電気・電子機器に関しては、製造業

者らに一番適したシステムが形づくられるよう、

業者側に自由な取り組みの余地を与えるべきであ

るとしている。 したがって同庁としては、廃棄物

処理法を補足する政令の形で電気・電子機器の廃

棄物生産者責任を規定し、それを1998年 1月1日

から施行するのが最善との考えである。

「スウェーデン環境ニュース」 翻訳:市河俊男

連絡先:(レーナ・リンダル)電話/ファックス:03-3422-7019

内〉

絢儲錨b
ストックホルム近代美術館展

ーピカソからウォルホールまで-

1997年 7月26日(士)-9月7日(日)

午前10時~午後 7時 開催期間中休み無し

Bunkamura ザ・ミュージアム

お問い合わせ 03-3272-8600 
。スウェーデン語講習会秋学期は 9月16日から

12月15日で開講予定。

※詳しくは、パンフレットを80円切手同封の上

ご請求ください。



産業界との協調の中で問題解決を図る北欧型先進環境保護団体

『ナチユラル・ステップ 一 人と企業の環境教育をめざして 』

K.H・ロベール/市河俊男訳 2，500円 新評論刊

「環境保護団体」という 言葉を耳にしたとき、通常恩

L、浮かべられるのはどのようなイメージであろうか。「モ

ラルを旗印に悪徳企業の環境破壊行為を糾弾する、正義

の昧方」ではないだろうか。しかし、そのような正義の

味方と悪役が取っ組み合いを演じている間であっても、

ー環境破壊がその歩みを止めて待っていてく れるわけでは

ない。このあたりに、従来型環境保護運動の限界が潜ん

でいるように思われる。

ところが、社会のあらゆる面においてプラグマティッ

ク(実用主義的)で柔軟な発想が見ら れる北殴には、 責

任追及型やモラル批判型の攻撃的な方法論をとらず、産

業界と敵対しないやり方で、着実な成果をあげている環

境保護団体がある。それが、スウェーデンの環境保護団

体、「ナチュラル・ステップJである。

ナチュラル・ステップの存在は日本ではまだほとんど

知られていないが、本国スウェーデンでは子どもも知っ

ているほどポピュラーな団体であり、周辺諸国でも支部

の設立が相次ぐなど、その影響力は世界に及びつつある。

本書は、このナチュラル ・ステップの設立者であり主宰

者であるカール・へンリク・ロベール氏が、市民や企業

経営者らに向け、環境問題を考えていく上での指針を、

平易な語り口で説いたものである。

意見の遠いをめぐって議論するのではなく、まず意見

の一致点、を確認した上で先に進むコンセンサス・メソッ

ド(統一意見形成法)。

「一個の細胞になったつもりで環境問題を考えよう」と

の呼びかけ。環境への配慮、が業績の向上にもつながった

例を提示することで企業を啓蒙し、動機づけていくやり

方。著者の示す方法論は、そのどれもがきわめて実用主

義的で、決して観念論に堕することがない。

著者はまた、自然の循環と調和した社会の実現のため

に必要な四つの条件をあげ、これをもとに、いくつかの

具体的な環境議論を検証するとともに、企業活動のある

べき姿を提唱している。今後日本でも注目を集めるであ

ろうナチュラル・ステップと、それが依拠する基本理念

を知る上で、本書は格好の手引きとなるにちがいない。

〈新評論No.67より転載> (文:いちかわ・としお)

.-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・

スウェーデンキャンベーンを見て、 1.版画「赤毛のウルム」

今年の一月八日にスウ ェーデン大使館において中世バ

イキングの壮大な北欧の歴史をテーマにした、フラソス-

Gベングトソンの小説「赤毛のウルムJに取材した、ヨル

デイ・マルコの リトグラフ約八O点のキャンペインのため

のオープニング・レセプションが催され、私も誘われて大

使館に出かけた。

大使・作家・その他関係者の挨拶があり、早速展示会場の

リトグラフ及び織物を見せてもらった。

リトグラフは素朴で、少々、荒あらしいタッチではある

が、当時の民俗衣裳風習等が伺われて興味をそそるもので

あった。

又、版画表現としても、行き届いた配慮、がなされていて、

悲惨はユーモラスに転換され、文、中にはリアルにそのま

まぺシミックに展開されているものもあったが後述のよ

うに仲々考慮、された表現になっていたのは版画家の個性

によるものであろうか。例えば、バイキングに掠奪される

シーン等まで、ユーモラスにカリカチュールされ漫画的表

現になっているものがあり、そうかと思って見て行くと、

絶望のため魂の抜けたよう陰惨な若い男女の放心したよ

うな姿が捕えられていたりする。其処には襲われし者のい

たいたしい姿がある。

しかし、版画家はそのシーンも距離をおいて冷静にアプ

のではなくミドル・シーンとして処理表現している。

そのため露骨で、はなく、戦争の悲惨さを却ってよく観者

に伝えることが出来ている。

主人公の「赤毛のウルフ」の肖像は幾つかあるが、どれも、

中世バイキングの服装を再現して、その手に弓など、を持った

りしているが、エネルギー溢れる勇姿で、素朴な、強靭な魂

の持主として画面一杯にアップで、精密に描写されている。

とりわけ私が関心を持ったのは群衆のさまざまな表情

を持つ顔のアップであった。

それは中世の人間のそれぞれの持つ個性と人生を良く

伝えているように私には思われた。

そして、当時の人間の持つ生活力の遅しさが熱気として

伝って来た。

恐らくこれら版画の総が原作小説に忠実に版画家のイ

メージに基づいて再現されていると思われた。

この点については原作小説を読んでいない私としては

想像で述べるしかないのであるが、恐らく作家のイメージ

により忠実に原作小説の再現がなされているものと考え

られる。

この「赤毛のウルムjの版画は、この小説を心から愛し、

心酔し切っている版画家の真撃な情熱が観者にもろに伝

わって来る仲々の力作である。

ただ販売の方法に少々難があるように思われた。それは、

版画が全巻一冊のセットとしてのみ販売さ れていること

である。版画作家の気持はわかるが、その中のどの一枚を

取っても版画として充分に価値あるものであるので、求め

る人があれば一冊以外に、ばら売りも考慮してよいのでは

ないかと恩われる。

私にも数点、欲しいものがあった。

ばら売りをしても、全巻揃いの一冊が売れないと言うこ

とは無いと恩われる ため収益は寧ろ伸びるのではないか

と思考される。

版画を見終って、大使館の内部を見学し、壁に飾つであ

る絵画やタペスツリー、や調度品と一緒に収集されてある

コーヒー・カップ等磁器類を華麗さに酔い、又、ガラスドア

を開けて日本趣味の庭園の太鼓橋を渡ったりして、東京タ

ワー等夜景を楽しむことも出来、楽しい一夜となった。

(H. A) 
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身の回りにあふれ、ヒトの血液中からも

検出される事態となった防炎加工物質の危険性

ストックホルム大学ワレンベリ・ラボラトリー

のエーヴァ・クラッソン・ヴェーラ一助教授(環境

化学)によると、コンピュータなどから“漏れ出る"

防炎加工物質の量を特定する研究が今必要である

という。同助教授の研究グループは、無作為に抽出

した約10のヒトの血液サンプルを調べたが、いず

れのサンプルからも防炎加工物質が検出された。

「たしかに少量とはいえ、この物質が身の回りの環

境に存在している事実が重要」というのが、ヴェー

ラ一助教授の意見である。

この防炎加工物質“ポリ臭化ジフェニルエーテ

ル"は PCBに似た物質で、織物生地やコンピュー

タ機器などに使用されており、たとえば一台のパ

ソコンには、ケースのプラスチック部分や回路基

板の防炎加工剤として、通常2kgのポリ臭化ジフ

ェニルエーテルが含まれている。ヴェーラ一助教

授の見方では、こうした防炎加工製品の生産、使用、

そして廃棄の過程で、ポリ臭化ジフェニルエーテ

ルが大気中に拡散しているのではないかというこ

とであり、同助教授は、この物質を PCBと同様、使

用禁止にすべきであるとの考えである。

ポリ臭化ジフェニルエーテルが人体に与える影

響については研究が進め られているところである

が、ヴ、ェーラ一助教授によれば、この物質はおそら

く甲状腺に影響を及ぼし、その甲状腺で作られる

ホルモンが新陳代謝をコントロールしていること

から、さらに連鎖的な影響が考えられるという。

では、コンビュータからもっと離れて座るよう

にすれば、自分の身を守ることができるのだろう

か?

ipえ、そういうことではないでしょう 。この物質

の身の回りの環境の中に存在し、バルト海の魚や

海底の沈澱物からもすでに検出されているのです。

しかも検出量が減少している PCBとは違って、こ

の物質の検出量は増加しているのですJ(ヴェーラ

一助教授談)。

国際衛生会議に関心を寄せる第三世界の国々

ストックホルムで今年聞かれる国際衛生会議で

6 

は、第三世界や東欧諸国からの参加者が倍増し、約

200人に対して参加費用の援助が決定している。こ

れはスウェーデン投資技術援護局とスウェーデン

労働生活研究所の支援により、総額300万クローネ

に上る国際衛生会議からの援助が可能になったた

め。

職場保健衛生ケアグループ5団体に対し、

本年中に IS09002認定か?

スウェーデン職場保健衛生協会品質保証担当の

ボッセ・ルンドグレーン氏の伝えるところによる

と、スウェーデンでは今年、5つの職場保健衛生ケ

アグループが IS09002認定を受けることになりそ

うだ。さらに来年には、20団体の認定が見込まれる

という。また、品質保証インストラクターも、80人

が本年中に訓練を終える予定。

在宅勤務にみられる男女の違い

ある調査によると、在宅勤務のしかたにも男女

の間で遣いがあるようだ。仕事部屋に関していえ

ば、女性はまず家族のためのスペースを優先し、そ

れから自分用の部屋を確保するものの、そこはゲ

ストルームや収納用の部屋を兼ねる場が多いとい

つ。

これは、ルンド大学社会学研究所のシャスティ

ン・ヒッテル氏による研究「キッチンテーブルの上

のコンビュータjの中で明らかにされたもので、氏

は半自営で働く 20人の女性について調べた。ヒッ

テル氏は、男性の在宅勤務者を対象にした海外の

研究についても言及しているが、それによると、男

性は自宅に独立した仕事部屋を構え、女性と同じ

く家族と一緒の時間をもっと持ちたいと思いなが

らも、その日の仕事を優先する傾向にあるという

ことである。

ヒッテル氏は、「在宅勤務している女性は給料を

もらって働いているとみなされておらず、いつも

家族からあれやこれや家庭の用事を頼まれること

が多いようだ」と言古っている。

スウェーデンのプロジ工クトがヨ一口ツ，¥

社会基金からの補助金の10%近くを獲得



ヨーロッパ社会基金の第6条プログラムに基づ

く補助金l億8700万クローネのうち、約10%にあた

る1650万クローネが、スウェーデンに配分される

ことが決まった。

現代の労働環境における新たな問題

スウェーデンでは、数々の古典的な職業病が姿

を消しつつあるが、それらに代わって精神的疲労、

哨息、ア レルギーなど、新たな問題が発生してきて

ーいることが、スウェーデン労働生活研究所などに

よってまとめられたリポー トで明らかにされた。

それによると、化学物質や発ガン物質の危険に

さらされる労働者の数は減り、金属物質による中

毒やアスベスト肺のような古典的職業病もスウェ

ーデン国内ではほとんど見られなくなった。職場

での死亡事故も、この25年間でおよそ75%、特に建

設現場でのものが減少した。

こうして職場における古くからの危険が減少あ

るわは消滅したため、新たな問題が浮かび上がっ

てきている。レポートは、過去20-25年間の労働者

の精神的プレッシャーの増大を示し、ホテル、郵便

局、レストラン、交通運輸部門などの労働者が、他

の業種に比べて強いストレスを受けていると指摘

している。

しかし、精神的緊張の度合を測定するのは容易

なことではなく、周囲からの要求を不当と感じる

割合も人によってさまざまである。職場で楽しく

働けるかどうかは、本人の職場における影響力に

よるところが大きいようだ。

これからの職場で大切なもの=人間関係

産業安全合同協議会が中学校の高学年を対象に

行った調査で、未来の職場において重要なのは人

間関係であるとの結果が出た。それによると、「良

き同僚」が一番重要な要素(97%)で、以下「優れた

マネージメントJ、「刺激のある仕事内容」、「雇用の

安定」と続き、「給料が高pJは7位、「休みがたっぷ

り取れる」は9位であった。また、「海外へ行ったり、

海外で働く機会がある」、「労働時聞が自由」は最下

位となった。

これは、以前に未来研究所によって行われた同

様の調査の結果とはかなりの違いであるが、おそ

らくここ数年の景気低迷とそれによる高失業率が、

若年層の労働観に影響したものであろう 。

人間工学的デザインを採用のハンディ型

電動工具のプロトタイプがお目見え

ストックホルムでは5月に、ハンディ型電動工具

の人間工学的デザインをテーマに国際シンポジウ

ムが聞かれ、参考出品されたプロトタイプの出来

栄えを見に、40余りの工具メーカーが集まった。こ

のシンポジウムは、産業安全合同協議会の主催に

よるもの。

シンポジウムに先立つ内覧会で公開されたのは、

コードレス・スクリュードライノT一、ブラインド・

リペッテイング・マシン、ノTワープライヤ一、ホー

スレス・タッカーの四種類の工具のプロトタイプ

で、人間工学デザイングループがスウェーデン製

造業界代表らの作業部会から委託を受け、主な工

具ユーザー企業各社の要望を取り入れて開発を行

った。

出品されたプロトタイプは、数々の技術的特色

により特許を取得し、デザインも意匠登録がなさ

れたもので、これらを提供した人間工学デザイン

グループのオッレ・ボビエル氏は「ユーザーの安全

と健康に対する要求を満たし、人間工学にも適っ

た何がしかのものができたのではないか」とのメ

ッセージを寄せた。

しかし、これらのプロトタイプを見た工具メ ー

カーの中では、人間工学的デザインには関心を示

したものの、この種の工具に関して、さらなる市場

調査と生産コストの見極めが必要であるとの感想

を抱いたところが多いようであった。

シンポジウムの冒頭で挨拶に立った、スウェー

デン雇用者連合のクリステル・エルメハゲン氏は、

電動工具の事故による損害額が毎年70億クローネ

に上ることを指摘した上で、出席した工具メーカ

一関係者に対し、「皆様を今日ここにお招きしたの

は、工具の作り手と使い手の間にある距離を縮め、

ユーザーの経験に基づく声をフィードパックする

ための一つの試みです」と語った。

化学物質取扱の新トレーニング教材

化学物質安全取扱国際プログラム (IPCS)は、ア

フリカ諸国向けの職場安全衛生の教育・啓蒙プロ

ジェクトの一環として、二種類のトレーニング教

材の配布を行っている。この教材は、スウェーデン

の産業安全合同協議会の刊行物をベースにしたも

ので、一つは職場での危険化学物質の取扱、もう 一

つは危険物の運搬に関するもの。
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児童文学研究会

講師菱木晃子さん(翻訳者)

テーマ「スウェーデンの児童文学の近況」

エコロジークラブ研究会

高見 豊氏(日本野外生活推進協会会長)

テーマ 「子供の環境教育を考える 野外

活動と自然体験」

エコロジークラブ研究会

講師小沢徳太郎氏

(環境ジェネラリスト)

テーマ「企業内環境教育の実践とそのあ

り方を考える」

比較文学研究会

講師服部 まこと氏(翻訳家、東海大学)

テーマ 「翻訳の楽しさと難しさ・異文化

をどう伝えるか」

社会福祉研究会

講師河本佳子さん(マルメ市在住、

マルメ大学病院作業療法士)

テーマ「スウェーデンの障害者にたいし

ての作業療法・ (ノ、ビリテーリング)の

現場からJ
8 . 2・3.

スウェーデンガラス・ 書籍他割引販売

大自然紀行 エコロジー講演会

講師山内正敏氏(スウェーデン王立

スペース物理研究所)

テーマ 「北方圏の自然・オーロラ現象と

人間活動について」

8.31-9 . 9 
草の根欧州派遣事業視察実施

スウェーデン語講習会枇学期間講(88回目)

社会文化研究会

講師 三瓶恵子氏(ジェトロ

クホルム事務所主任研究員)

テーマ「スウェーデンの女性起業家たち」

比較文化研究会

講師 ラーシュ・ヴェリエ氏(スウェ ー

デン大使館公使)

テーマ「スウェーデン人と日本人の考え方」

社会文化研究会

講師訓覇法子氏(ストックホルム大

学社会福祉学部大学院)

テーマ 「民主主義と教育J
エコロジー研究会とルシア祭

後援 スウェーデン大使館広報部

丸ピル事務所とお別れの集い

ストッ

5.14. 

6. 8. 

7 . 2. 

7.12. 

7 .19. 

8.13. 

9 .11. 

10. 8. 

11. 7 . 

11. 21. 

12. 7 . 

12. 7 . 

社会福祉研究会

講師 三瓶 恵 子 氏

(ジェトロ ストックホルム事務所主任研究員)

テーマ「誕生と死にかかわる福祉」

スウエーデン語講習会冬学期開講(86回目)

障害者福祉研究会

講師是永かな子さん

(東京学芸大学 教育学部)

テーマ「障害者福祉の現場から 8ヶ月

の教育実習をもとにスウェーデンと日本

の比較」

日瑞サイエンスセ ミナー

講師鶴英明氏

(特殊法人理化学研究所研究員)

ヨハン・ベルクヴィスト (atip社工学博士)

テーマ 「インターネットを使った科学技

術情報」

共催 atip社、スウェーデン・サイエン

ス・クラブ、スウェーデン大使館科学技

部、間日瑞基金

スカンジナヴィア・エコロジークラブ研究会

講師 レーナ・リンダルさん(当研究所研

究員・元グローブインターナショナル)

テーマ 「地球規模の環境問題における日

瑞協力の可能性 1 .市民活動と教育」

環境問題研究会

if寄師 レーナ・リンダルさん

(当研究所研究員)

テーマ「スウェーデンの環境教育とアジ

ェンダ.21への対応」

スウェーデン語夏期留学ガイダンス

カール・タム文部大臣講演会

共催 スウ ェーデン大使館、スウェーデ

ン・サイエンス・クラブ、スウェーテ守ン

大使館科技術部、 (初日瑞基金

スカンジナヴィア・エコロジークラブ研究会

講師飯田哲也氏(日本総合研究所、

技術情報部副主任研究員)

テーマ「地球規模の環境問題における日

瑞協力の可能性 2環境教育プログラム」

第 l回 産業技術フォーラム

日瑞対話 「地球環境と技術経営.21世

紀への経営戦略と課題」

基調講演 ソーレン・ショレンダ一氏

(シャルマース工科大学教授)

共催 スウ ェーデン大使館科学技術部、

スウェーデン・サイエンス・クラブ、 (旭

日瑞基金

1 .24. 

1 .29. 

2. 7. 

3. 1 . 

3.23. 

4. 6. 

4.10. 

4.23. 

4. 2. 

5. 9. 
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